
平成 29年 8月 25日 

(株)T・S・O安全衛生委員会 

 

防災対策について 

 

近年、災害が多く発生しています。特に日本の地震発生数は他国に比べ多い

傾向にあります。被害を最小限にするために、日頃から対策を行いましょう。 

 

【防災週間とは】 

毎年 8月 30日～9月 5日の期間。 

 

１．災害の種類 

地震      台風       洪水       津波  

 

２．災害に備える(防災対策)  

 (1)家具の安全対策をしましょう。 

  ・タンス、食器棚などは L字型金具やポール式器具で固定する。 

・テレビ、冷蔵庫などは裏側をワイヤーなどで壁に固定する。 

・窓ガラスは飛散防止フィルムを張ったり、強化ガラスに変える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     など 

 



(2)家族内での連絡手段を決めておきましょう。 

  ・災害時に「どこへ(誰へ)」連絡するか。  

   ※「災害専用伝言ダイヤル(171)」は、音声ガイダンスに従って 

安否などの伝言を音声で録音することができます。 

     公衆電話からでも利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)日頃から避難経路を確認しておきましょう。 

   〇避難道中に 

    ・ガラス張りの建物がないか 

    ・崩れやすい建物が周囲にないか 

    ・道幅が狭い道でないか 

    ・河川が近くにないか 

    ・落石の恐れがある場所でないか         など 

 
３．非常用防災グッズ 

 東日本大震災などの大きな災害では最低でも 1週間以上の備蓄や用意が必

要だと言われます。しかし、避難時に１週間分を持ち出すのは大変です。そ

こで２つに分けて保管、持ち出す方法を紹介しますので、是非参考にしてく

ださい。 

  

 

※会社への連絡方法 （別紙参照） 

会社は災害時に、「災害専用伝言ダイヤル

(171)」を使用し、みなさんの安全確認を行い

ますので、次の事項を録音してください。 

①氏名(フルネーム) 

②安否の状況(負傷状況  など) 

③居場所(避難先  など) 



(1)１次持ち出し用 

①避難開始から、安全を確保するまでに使うため必要最小限の 

防災グッズだけ持って逃げる。 

 



(2)２次持ち出し用 

①避難後、救援物資が届くまで自宅や避難場所での生活を確保する。 

   ※安全が確保されたら、避難先から自宅へ２次持ち出し用グッズ 

を取りに行きます。 

 

 

 

４．その他 

別添資料「災害用伝言ダイヤル(171)の基本的操作方法」 

  https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/images/manual.pdf 

 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/images/manual.pdf


「会社への連絡方法」 

災害時に会社へ連絡する場合は次の手順を行ってください。 

  

 

         

 

 

         

・音声ガイダンスが流れる。録音指定先の番号を入力する。 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

「伝言をお預かりします。ピッ」という音の後にメッセージを入れる。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

          

            

[１]を押す。 

[１７１]にかける。 

必ず [０３ ３４４９ ５５０６] 会社番号を入力する。 

【プッシュ式電話機】(スマホ、携帯など) 

[１]を押す。ガイダンスが流れる。 

 

【ダイヤル式電話機】 

ガイダンスが流れるまで待つ。

 

①氏名(フルネーム) 

②安否の状況(負傷状況 など) 

③居場所(避難先 など) 

メッセージを入れ終えたら[９]を押す。 【ダイヤル式電話機】は受話器を切る。 

電話を切り終了する。 

終了する場合は[９]を押す。メッセージを訂正する場合は[８]を押す。 

・音声ガイダンスが流れる 

(例) 

①東海太郎です。 

②右手を負傷しています。 

③品川区第一地域センターに避難しています。 

・音声ガイダンスが流れる 

・音声ガイダンスが流れる 


